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【
第
二
回
東
日
本
大
震
災
国
際
神
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

分
科
会
報
告
C

福
島
の
放
射
能
汚
染
の
現
状
と
課
題

木　

田　

惠　

嗣

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
以
降
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
福
島
県
各
地
に
放
射
能
汚
染
が
広
が
っ
た
。
事
故
か
ら
二

年
が
経
過
し
た
福
島
に
お
け
る
放
射
能
汚
染
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
報
告
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
展
望
を
考
え
た
い
。

1
．
福
島
県
内
の
放
射
能
汚
染
の
概
要

福
島
県
は
、
南
北
に
走
る
奥
羽
山
脈
と
阿
武
隈
山
地
に
よ
っ
て
、
会
津
、
中
通
り
、
浜
通
り
の
三
地
区
に
分
か
れ
て
い
る
。
東
日
本
大
震

災
の
被
害
は
、
そ
の
地
理
的
な
違
い
に
よ
っ
て
、
同
じ
福
島
で
も
大
き
な
差
異
が
生
じ
た
。
浜
通
り
は
、
文
字
ど
お
り
、
地
震
・
津
波
・
原

発
事
故
の
影
響
を
直
接
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
奥
羽
山
脈
と
阿
武
隈
山
地
に
挟
ま
れ
た
中
通
り
は
、
津
波
の
被
害
は
な
か
っ
た

が
、
原
発
事
故
に
よ
り
流
出
し
た
プ
ル
ー
ム
が
流
入
し
、
放
射
能
被
害
を
受
け
た
。
福
島
県
内
各
地
の
現
在
の
汚
染
状
況
は
、
福
島
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
1
（

や
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。
発
表
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
ず
い
ぶ
ん
、
落
ち
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着
い
て
き
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

2
．
福
島
県
の
抱
え
て
い
る
問
題

安
全
だ
と
い
う
情
報
か
ら
危
険
だ
と
い
う
情
報
ま
で
様
々
の
情
報
が
錯
綜
し
た
結
果
、
人
々
の
心
に
は
、「
不
安
」
が
渦
巻
き
、
性
差
、

年
齢
、
立
場
の
違
い
な
ど
に
よ
る
、
放
射
能
問
題
の
受
け
取
り
方
の
違
い
は
、
家
庭
に
、
地
域
に
「
分
断
」
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
、
問
題

が
長
期
間
に
わ
た
る
た
め
、
次
第
に
感
覚
が
「
麻
痺
」
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
背
景
に
は
四
つ
の
問
題
が
あ
る
。

（
1
）
発
表
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
信
頼
性
――
行
政
か
ら
発
表
さ
れ
る
空
間
線
量
の
数
値
は
、
住
民
が
体
感
す
る
数
値
よ
り
も
低
い
。
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
測
定
値
が
実
際
よ
り
低
い
と
い
う
問
題
は
、
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、「
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
）
2
（

」
や
、

「
市
民
と
科
学
者
の
内
部
被
曝
問
題
研
究
会
）
3
（

」（
矢
ヶ
﨑
克
馬
氏
・
琉
球
大
学
名
誉
教
授
、
理
学
博
士
）
の
指
摘
が
そ
れ
で
あ
る
。
行
政
が
、

除
染
の
済
ん
だ
場
所
の
線
量
を
発
表
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

（
2
）
除
染
の
抱
え
て
い
る
問
題
――
福
島
県
内
各
地
で
、
国
や
行
政
に
よ
る
除
染
が
進
ん
で
い
る
が
、
仮
置
き
場
す
ら
決
ま
ら
な
い
状

況
が
あ
る
。
ま
た
、
除
染
し
て
も
、
比
較
的
短
期
間
で
、
線
量
が
元
に
戻
っ
て
し
ま
う
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
。
さ
ら
に
、
風
や
水
に
よ
っ

て
、
汚
染
物
質
が
移
動
す
る
現
状
が
あ
る
。

（
3
）
子
ど
も
た
ち
の
健
康
不
安
――
放
射
性
ヨ
ウ
素
に
よ
る
初
期
被
ば
く
の
影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。
約
四
万
人
の
子
ど
も
た
ち
の

調
査
で
、
三
名
の
甲
状
腺
ガ
ン
が
発
見
さ
れ
た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
甲
状
腺
検
査
の
結
果
、
約
四
割
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
結
節
や
の

う
胞
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
行
政
は
、
原
発
事
故
と
の
因
果
関
係
を
否
定
し
て
い
る
が
、
子
ど
も
を
持
つ
親
た
ち
の
不
安
は
消

え
な
い
。
さ
ら
に
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
に
よ
る
低
線
量
被
ば
く
の
問
題
が
あ
る
。
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（
4
）
原
子
力
発
電
所
の
存
在
――
福
島
県
内
に
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
一
〇
基
の
原
子
炉
が
、

今
な
お
存
在
し
続
け
て
い
る
。
地
震
が
起
き
る
た
び
に
、
福
島
県
内
に
住
む
人
々
は
、
大
き
な
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

3
．
今
後
の
展
望

（
1
）
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
を
視
察
し
て
――
F
V
I
（Friends w

ith the Voiceless Internationa

）
4
（l

）
の
方
々
と
昨
年
一
一
月
に
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
を
訪
問
し
、
福
島
県
の
未
来
を
展
望
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
の
視
察
、
地
元
教
会
と
の
交
流
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
歴
史
探
訪
ツ
ア
ー
に
参
加
し
、
考
え
、
学
ん
だ
こ
と
は
、
次
の
点
で
あ
る
。
①
放
射
能
汚
染
の
影
響
は
、
長
く
続
く
。
②
放
射
能
へ

の
「
恐
れ
」
や
「
不
安
」
は
、
克
服
す
べ
き
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
③
子
ど
も
た
ち
に
長
期
間
の
保
養
を
可
能
に
す
る
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
。

（
2
）
福
島
県
と
福
島
の
教
会
が
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
――
①
ク
リ
ー
ン
な
環
境
（
教
会
の
除
染
・
室
内
遊
び
場
・
室
内
運
動
場
・
子

ど
も
の
家
な
ど
）。
放
射
線
の
影
響
の
な
い
ク
リ
ー
ン
な
環
境
を
作
れ
ば
、
人
が
集
ま
る
。
②
市
民
へ
の
測
定
機
器
、
測
定
機
会
の
提
供
。

市
民
が
、
自
分
の
身
は
自
分
の
手
で
守
る
と
い
う
姿
勢
を
持
つ
こ
と
が
、
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
③
良
質
な
情
報
。
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
良
質
な
情
報
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
恐
れ
か
ら
解
放
さ
れ
、
生
き
る
勇
気
を
与
え
る
鍵
で
あ
る
。
④
子
ど
も
保
養
プ
ロ
グ

ラ
ム
。
子
ど
も
の
将
来
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
親
た
ち
に
寄
り
添
い
、
子
ど
も
た
ち
の
保
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た

ち
と
家
族
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑤
そ
の
他
（
教
会
の
シ
ェ
ル
タ
ー
機
能
強
化
、
精
神
的
・
霊
的
ケ
ア
な
ど
）。
東
日
本
大
震
災
後
、
地

域
教
会
が
、
そ
の
地
域
の
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
例
は
多
い
。
教
会
の
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
強
化
す
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
長
期
間
に
わ
た
る
ス
ト
レ
ス
、
先
の
見
え
な
い
避
難
生
活
を
す
る
人
々
の
精
神
的
・
霊
的
ケ
ア
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
子
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ど
も
た
ち
に
、
長
期
間
の
保
養
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
社
会
的
な
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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